
な
な
い
ろ
の
思
い
を
つ
な
ぐ

　
架
け
橋
で
あ
り
つ
づ
け
た
い

Vol.20 ■ 2018年度の労連活動を振り返って

■ 2018年度の労連諸活動報告

■ 2018年度の単組活動を振り返って
　（今期取り組んだトピックス活動報告）



会　長　石合 弘二

◇
２
０
１
８
春
季
労
働
条
件
交
渉

今
年
度
の
情
勢
は
企
業
収
益
が
最

高
益
を
更
新
す
る
な
か
、
消
費

者
物
価
の
上
昇
基
調
も
追
い
風
に
上
部
団

体
は
定
期
昇
給
に
加
え
ベ
ア
と
合
わ
せ
て

４
％
を
要
請
、
社
会
全
体
が「
ベ
ア
・
賃

上
」
ム
ー
ド
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
足

元
の
各
事
業
会
社
ご
と
の
業
績
は
差
異
が

あ
る
な
か
、
労
働
組
合
と
し
て「
雇
用
の

維
持
と
労
働
条
件
維
持
、
向
上
」「
賃
金

は
社
会
水
準
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
も

の
で
あ
り
、
業
績
だ
け
に
偏
重
す
べ
き
で

は
な
い
」
と
の
意
向
を
伝
え
、
現
状
の
利

益
水
準
と
先
々
の
見
通
し
を
踏
ま
え
つ
つ

交
渉
を
行
い
、
妥
結
に
至
り
ま
し
た
。
賃

今
年
度
は「
創
造
へ
の
挑
戦　

真
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
を

目
指
し
て
」
を
活
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
掲
げ
、
活
動
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。
こ
こ
数
年
は
社
会
環
境
変
化
著

し
い
時
代
に
あ
る
な
か
で
、
既
成
概

念
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
新
た
な

こ
と
に
果
敢
に
挑
戦
し
、
真
の
強
い

組
織
づ
く
り
を
目
指
し
た
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
セ
ブ
ン
＆
ア

イ
Ｈ
Ｌ
Ｄ
Ｇ
Ｓ
．
の
規
模
拡
大
、
成

長
と
と
も
に
、
今
の
時
代
に
即
し
た

グ
ル
ー
プ
労
連
と
し
て
の
役
割
と
向

き
合
い
な
が
ら
、
加
盟
組
合
・
各
企

業
に
お
け
る
労
働
条
件
の
向
上
や
働

き
が
い
・
や
り
が
い
の
あ
る
職
場
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
労
連
に
集

う
組
合
と
組
合
員
そ
れ
ぞ
れ
の
真
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。「
企

業
の
成
長
と
発
展
」「
個
々
の
働
き
が

い
と
生
き
が
い
」
を
実
現
し
て
い
く

た
め
に
、
健
全
な
労
使
関
係
か
ら
の

対
話
機
会
を
充
実
さ
せ
、
労
働
条
件

や
職
場
環
境
改
善
を
目
指
す
こ
と
こ

そ
が
重
要
で
あ
り
、
労
使
協
働
に
取

り
組
む
そ
の
先
に
働
く
組
合
員
が
誇

り
の
持
て
る
、
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
流

通
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
へ
の
成
長
と

発
展
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
活
動

を
推
進
す
る
た
め
の
6
つ
の
柱
を
掲

げ
、
活
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

「創造への挑戦　
真のワークライフバランスの
実現を目指して」

金
以
外
の
労
働
条
件
面
で
は
長
時
間
労
働

是
正（
36
協
定
の
点
検
・
イ
ン
タ
ー
バ
ル

規
制
制
度
の
導
入
）、
定
年
制
度
改
定
な

ど
に
つ
い
て
統
一
的
に
要
求
し
、
今
後
の

継
続
的
協
議
と
し
て
確
認
を
い
た
し
ま
し

た
。
今
後
の
変
化
に
適
正
に
対
応
し
、
会

社
の
業
績
・
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
取

り
組
み
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

■2018年春季労働条件交渉　妥結状況

　(金額：円・率：％)

組　織　名

イトーヨーカドー

セブン＆アイ･アイフードシステムズ

ヨークマート

全丸大

サンエー

ヨークベニマル

そごう・西武

赤ちゃん本舗

ライフフーズ

ロフト

シェルガーデン

率

1.78

1.82

1.74

1.15

1.47

2.56

1.96

2.18

2.09

2.55

2.20

率

0.56

0.42

0.59

0.08

0.44

1.36

0.31

0.86

1.47

―

0.58

賃金改定額計

6,332

5,562

5,272

4,141

3,564

7,684

6,615

6,085

5,799

6,700

6,029

ベア・賃金改善額

2,000

1,281

1,800

283

1,064

4,088

1,052

2,391

4,077

―

1,579

2018年度
活動方針　
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◇
豊
か
な
明
日
を
目
指
し
て

今
年
度
は
次
期
参
院
選
の
組
織
内

候
補
予
定
者
と
な
る「
田
村  

ま

み
」
さ
ん
の
支
援
活
動
を
中
心
と
し
た

取
り
組
み
を
推
進
。
11
月
に
は
労
連
全

体
で
の
職
場
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開
催
、

「
田
村  

ま
み
」
さ
ん
の
紹
介
や
実
現
を

目
指
す
産
業
政
策
を
共
有
し
推
進
力
を
得

ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
貢
献
活
動
と
し

て
は
福
島
・
郡
山
の「
ハ
ー
ト
フ
ル
サ
タ

デ
ー
」
や
茨
城
・
霞
ヶ
浦
で
の「
か
す
み

が
う
ら
マ
ラ
ソ
ン
兼
国
際
盲
人
マ
ラ
ソ
ン

2
0
1
8
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
参
加
い
た

し
ま
し
た
。
各
単
組
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
推
進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
次
年
度
以

降
も
継
続
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇
組
織
の
強
化
と
充
実

組
合
活
動
を
推
進
し
、
組
織
の
強
化

を
図
っ
て
い
く
う
え
で
組
合
役
員

リ
ー
ダ
ー
の
成
長
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
今

年
度
に
つ
い
て
も
労
連
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー

ル
を
開
催
し
、
新
任
コ
ー
ス
に
つ
い
て
は

第
5
期
・
第
6
期
と
し
て
、
引
き
続
き
組

合
役
員
と
し
て
必
要
と
さ
れ
る
労
働
組
合

の
基
本
や
歴
史
と
運
動
理
念
と
い
っ
た
基

礎
知
識
を
ベ
ー
ス
と
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

で
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
中
央
教
育
セ
ン
タ
ー
・

友
愛
の
丘
で
開
催
、
中
堅
コ
ー
ス
に
つ
い

て
は
次
世
代
を
担
う
各
組
織
の
リ
ー
ダ
ー

を
対
象
に
富
士
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
年
4
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
開
催
し

ま
し
た
。
中
堅
コ
ー
ス
の
最
終
回
は
国
内

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
佐

賀
大
学
で
の
産
官
民
の
取
り
組
み
に
よ
る

Ａ
Ｉ
ス
ト
ア
の
視
察
や
福
岡
の
株
式
会
社

ト
ラ
イ
ア
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
が
手
掛
け
る
ス

マ
ー
ト
ス
ト
ア
の
視
察
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
柳
澤
政
治
顧
問
に
よ
る
柳
澤
塾

の
開
講
や
、
専
門
的
な
知
識
・
見
識
を
拡
げ
、

各
単
組
活
動
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
取
り
組
み
の
経

過
と
置
か
れ
る
環
境
を
整
理
し
、
次
年
度

へ
の
活
動
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

◇
労
使
に
よ
る
対
話

「
労
使
協
議
会
」

「
労
使
研
究
会
」
の
開
催

時
代
環
境
変
化
に
対
応
し
魅
力
あ

る
グ
ル
ー
プ
へ
発
展
し
て
い
く

た
め
に
は
、
健
全
な
労
使
関
係
を
構
築

し
、
課
題
に
対
し
意
識
を
共
有
し
、
継
続

的
に
対
話
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。
労
働
環
境
改
善
や
意
識
改
革
な

ど
働
き
方
改
革
の
実
現
を
目
指
し
、
2
月

に
は
昨
年
に
引
き
続
き
労
連
と
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
に
よ
る
経
営

労
使
協
議
会
を
開
催
し
、
取
り
巻
く
社
会

環
境
、
労
使
が
取
り
組
む
べ
き
今
後
の
課

題
整
理
な
ど
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
今
年
度
初
の
試
み
と
な
る
労
使

研
究
会
の
開
催
に
お
い
て
は
、
グ
ル
ー
プ

の
事
業
会
社
労
使
か
ら
３
０
０
名
の
方
々

に
お
集
ま
り
を
い
た
だ
き
、『
味
の
素
労

使
様
の
取
り
組
み
』
か
ら
労
使
協
働
に
よ

る
働
き
方
改
革
・
生
産
性
向
上
へ
の
取
り

組
み
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
次
年
度
は

さ
ら
に
充
実
し
た
取
り
組
み
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇
労
連
の
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
を
活
か
し
て

私
た
ち
組
織
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
、
組

織
規
模
だ
け
で
な
く
、
活
動
・
運

動
意
欲
を
向
上
さ
せ
、
交
渉
力
の
基
盤
と

な
る
も
の
で
す
。
労
連
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
最
大
限
発
揮
し
、
労
連
単
組
の
枠
を
超

え
た
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
生
産
性
向

上
運
動
の
一
環
と
し
て
、
セ
ブ
ン
&
ア
イ
ま

る
ご
と
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
2
0
1
8
を
開
催
。

グ
ル
ー
プ
各
社
で
買
い
物
や
食
事
を
し
て

も
ら
い
、
商
品
の
良
さ
や
課
題
を
今
後
の

商
売
に
活
か
す
こ
と
が
狙
い
で
す
。応
募
総

数
は
3
1
，
2
6
7
件
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
今
年
度
2
年
目
を
迎
え
たPum

pkin

フ
ェ
ス
タ
2
0
1
8
で
は
、
昨
年
か
ら
の

反
省
や
課
題
に
立
ち
返
り
、
活
動
を
よ
り

発
展
的
な
も
の
と
し
て
取
り
組
め
る
よ
う

準
備
を
進
め
、「
け
ん
玉
」
競
技
を
中
心
と

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成
で
企
画
を
立
案
し
、

後
楽
園
ホ
ー
ル
に
て
開
催
を
い
た
し
ま
し

た
。
当
日
は
ス
タ
ッ
フ
・
競
技
者
・
応
援

者
で
約
1
，
0
0
0
名
の
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。
関
わ
っ
て
い
た
だ

い
た
全
て
の
方
々
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
今
後
の
加
盟
組
合
の
新
た
な

活
動
、
組
織
と
し
て
の
成
長
に
つ
な
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

3



■第4回ダイバーシティ推進ミーティング
日　時 ： 2018年6月19日（火）～20日（水）
場　所 ： 株式会社テルべ（北見）
内　容 ： テルべ施設見学（印刷事業・椎茸事業）、ノーマライゼーション研修

参加者 ： 

4

■ステップアップセミナー（海外）
日　時 ： 2018年6月5日（火）～9日（土）
場　所 ： マレーシア・クアラルンプール
内　容 ： ◆現地コーディネーターとのミーティング・事前学習 

◆ Jason at Bangsar Shopping Centre 視察 
◆ UNIクアラルンプール事務所スタッフとミーティング 
◆ KUL(クアラルンプール）日本人会　訪問 
◆その他流通・小売店舗　視察　
◆日本通運物流倉庫 通常倉庫とハラル専用倉庫 視察 
◆世界遺産　マラッカ市内視察

目　的 : ⑴国際的な視点を醸成し、海外流通および経 済・政治・文化事情を実感すると
共に見識を広げこれを通じて今後の労働組合が果たすべき役割をそれぞれの
視点で導き出すこと、そして自らが具体的な行動につなげていく。

⑵環境変化著しい中、これまで以上に、セブン&アイ労連として連携強化およ
び将来を見据えた労連としての人的な結びつきを強化する。

参加者 ： 

組　織　名
セブン & アイ ･ フードシステムズ労組
イトーヨーカドー労組
イトーヨーカドー労組
イトーヨーカドー労組
セブン & アイ ･ フードシステムズ労組
ヨークマート労組
ヨークベニマル労組

氏　名
北 山　　 淳
丸 山 亮 人
鬼 沢 克 彦
滝 澤 め ぐ み
貝 瀬 満 男
高 嶋 政 明
下 平 暢 邦

組　織　名
そごう・西武労組
赤ちゃん本舗労組
ライフフーズ労組
ライフフーズ労組
ロフト労組
労連

氏　名
浜野真美子
下 田 桂 衣
矢 走 直 子
浅 川 真 紀
中 西 清 香
小 鷲 良 平

組　織　名
イトーヨーカドー労組
セブン& アイ ･ フードシステムズ労組
セブン& アイ ･ フードシステムズ労組
ヨークマート労組
ヨークマート労組
ヨークベニマル労組
赤ちゃん本舗労組

氏　名
松 川 将 也
秋 山 ゆ り
滝 澤 絵 梨 香
高 嶋 政 明
水 沢 直 美
高 山 輝 世
小 村　　猛

組　織　名
そごう・西武労組
そごう・西武労組
そごう・西武労組
ライフフーズ労組
ロフト労組
シェルガーデン労組
労連

氏　名
石 川 優 子
宮 川 拓 也
寺 田　　匡
渡 邉 克 憲
石森なぎさ
花 崎 敏 江
小 鷲 良 平
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■第3回柳澤塾 
日　時 ： 2018年6月25日（月）～26日（火）
場　所 ： 福島県・いわき市
内　容 ： ⑴ 特別講義『柳澤光美の労働運動③ 

エネルギー政策について・クライシスマネジメント』
 ⑵ 福島第一原子力発電所　見学
⑶ 東京電力労組情報交換　他

参加者 ： 

■第4回労連リーダースクール（中堅）兼ステップアップセミナー（国内）
日　時 ： 2018年7月4日（水）～5日（木）
場　所 ： 佐賀県・福岡県
内　容 ： ⑴ 視察学習『産官学連携による AIストアの視察　株式会社 OPTiM』

 ⑵ 視察学習『日本初のスマートストアの視察　株式会社トライアル』
⑶ 講義『小売り・サービス業の今後と私たちの働き方について』

参加者 ：
組　織　名

イトーヨーカドー労組
イトーヨーカドー労組
イトーヨーカドー労組
イトーヨーカドー労組
セブン& アイ ･ フードシステムズ労組
セブン& アイ ･ フードシステムズ労組
ヨークマート労組
ヨークマート労組

組　織　名
そごう・西武労組
そごう・西武労組
ライフフーズ労組
ロフト労組
ロフト労組
シェルガーデン労組
労連
労連

氏　名
浅 海 教 子
石 川 優 子
紺野美奈子
中 西 清 香
曽 根 裕 司
田 島 愛 菜
小 鷲 良 平
福 本 良 介

氏　名
秋 葉 雄 太
大 橋 憲 二
佐 藤 洋 一
中 川 勇 樹
塩野谷浩介
和田　    真
千田ゆき子
三 浦 郁 子

組　織　名
イトーヨーカドー労組
セブン& アイ ･ フードシステムズ労組
ヨークマート労組
全丸大労組
サンエー労組
ヨークベニマル労組
赤ちゃん本舗労組

氏　名
渡 邊 健 志
三久保真司
川 上 孝 司
曽 山 高 志
武 山 玲 子
吉 田 晃 一
中 野 健 治

組　織　名
赤ちゃん本舗労組
そごう・西武労組
ライフフーズ労組
ロフト労働組合
シェルガーデン労組
労連
労連

氏　名
久 我 康 之
寺 岡 泰 博
増 子 勝 幸
正 中 志 保
佐 藤 大 輔
小 鷲 良 平
福 本 良 介



■Pumpkinフェスタ2018
日　時 ： 2018年8月23日（木）
場　所 ： 後楽園ホール
参加者 ： 1,000名 時　間

12：30

12：45

13：25

13：50

14：30

14：50

15：10

15：30
15：45
16：00

スケジュール
閉会式

グループNo.1 熱闘！けん玉グランプリ
団体戦　準決勝①

スペシャルパフォーマンスショー
けん玉パフォーマンスコンビ
「ZOOMADANKE」( ず～まだんけ）

グループNo.1 熱闘！けん玉グランプリ
団体戦　準決勝②

組合員さん◯◯自慢 SHOW①

グループNo.1 熱闘！けん玉グランプリ
個人戦

グループNo.1 熱闘！けん玉グランプリ
団体戦　決勝戦

組合員さん◯◯自慢 SHOW②
表彰式・閉会式
終了（予定）

【個人戦優勝】
IY食品館三ノ輪支部　「上前菜桜子」さん

6

【団体戦優勝】
IY藤沢支部　「藤沢けん玉倶楽部」が優勝(395点)

【チームパフォーマンス賞】
そごう・西武労働組合 川口支部「そごう川口店ビック海賊団」

組織名
IY
7FS
YMT
MD
SAN
YB

組織名
AH
SS
LF
LFT
SHG

天満屋ストア
労連計

チーム数
32
8
6
1
1
16

チーム数
3
8
3
3
2
1
84

当日のスケジュール

団体戦出場チーム数（労連計84チーム）
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セブン＆アイグループ労働組合連合会 初代会長 ・ 特別顧問

故　塙　昭 彦  氏　
ご冥福をお祈りいたします。

 略　歴

1967年08月　（株）イトーヨーカ堂入社（青果売場担当）
1970年10月　イトーヨカドー労働組合結成発起人

中央執行副委員長
1973年10月　イトーヨカドー労組中央執行委員長
1979年11月　イトーヨカドー労連（現7＆i労連）会長
1982年10月　会社復帰
1983年03月　首都東ゾーンマネージャー

兼 女子バレーボール部オーナー 兼 部長 兼 総監督
（1989年　現 Vリーグ戦　全日本選手権大会優勝

1985年05月　取締役オペレーションサポート部長
その後取締役食品事業部長

1991年05月　取締役常務食品事業部長
その後取締役常務衣料事業部長
取締役常務営業本部長

1996年05月　取締役専務営業本部長
その後取締役専務中国部長
11年間北京に住み、中国総代表
北京、成都に出店。

2007年05月　7＆iフードシステムズ　代表取締役社長
7＆iホールディングス　取締役

2011年05月　7＆iフードシステムズ　代表取締役社長　退任
7＆iホールディングス　取締役　退任
7＆iホールディングス　取締役　顧問（2014年退任）

2011年07月　（株）オフィスはなわ　代表取締役社長
一般財団法人　徳育経営研究所　理事長
7＆i労連　特別顧問

「せかワクぶっく」回収（寄贈）状況報告
労連全体で古本回収ボランティア「せかワクぶっく」活動を実施。集められた古本は「ポリオ

ワクチン」として世界で苦しむ子供たちに送られる。当日も受付脇の特設スペースにて「古本
回収」を行い、出場者、応援者、スタッフからも「古本」をご持参いただき、フェスタ当日もボ
ランティア活動を実施した。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
働
組
合
結
成
の
発
起
人
で
あ

り
、
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
グ
ル
ー
プ
労
働
組
合
連
合
会（
前
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
グ
ル
ー
プ
ヨ
ー
ク
労
働
組
合
連
合
会
）

の
初
代
会
長
で
あ
ら
れ
ま
し
た
、
塙
昭
彦
さ
ん
が
7
月
12

日（
木
）、
肺
疾
患
の
た
め
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

塙
さ
ん
は
1
9
4
2
年
2
月
12
日
生
ま
れ
、
東
京
都

出
身
。
青
山
学
院
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
後
、
㈱
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
堂
に
入
社
。
そ
の
後
労
働
組
合
の
結
成
、
労
働
運

動
に
携
わ
っ
た
の
ち
、
1
9
9
6
年
に
は
取
締
役
専
務
中

国
室
室
長
と
し
て
成
都
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を
設
立
、
ま
た

㈱
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
に
お
い
て
は
代

表
取
締
役
社
長
を
歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
労
働
組
合
、
会
社

の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
ご
功
績
に
敬
意
を
表
し
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

回収総数
10,678冊
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イトーヨーカドー
労働組合

2
0
1
8
年
度
の

活
動
を
振
り
返
っ
て

2
0
1
8
年
度
は

「
Ｉ
Ｙ
再
生
」「
真
の

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
」
実
現
に
向
け

て
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
労
働
組

合
の
活
動
目
的
で
あ
る

「
雇
用
の
確
保
」
と「
労

働
条
件
の
維
持
向
上
」

を
実
現
し
て
い
く
環
境
づ
く
り
と
し
て「
一
支

部
一
組
合
の
確
立
」
と「
支
部
労
使
協
議
制
の

確
立
」
を
活
動
推
進
の
軸
と
し
て
、
支
部
座
談

会
や
支
部
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
通
じ
て
組
合
員

の
声
を
集
め
、
支
部
労
使
協
議
会
や
ゾ
ー
ン
労

使
協
議
会
の
場
に
お
い
て
声
を
届
け
る
事
で
職

場
環
境
の
改
善
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
こ
う
し

た
活
動
を
通
じ
、「
適
正
な
労
働
時
間
で
結
果

を
出
し
て
い
る
人
が
正
当
に
評
価
さ
れ
る
」
企

業
風
土
構
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

～就業に関する共通認識をつくる
「ゾーン就業確認会」の実施～

2018年度下期より就業時間内で仕事
を終える意識の醸成と企業風土構築や
支部労使での労務管理 ・衛生管理の源
泉である「安全衛生委員会」の充実化
を図る事を目的に各ゾーンの店長と支
部代表委員長を対象に「ゾーン就業確
認会」を開催しています。就業確認会
の中では各店の就業実態の確認やある
べき安全衛生委員会の進め方のポイン
トの確認、労使の役割（支部代表委員
長）の位置づけ等を共有し、労務管理
に対する考え方の共通認識を持つこと
が出来ました。

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
労
働
組
合
と
し
て
い
ま

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は「
雇
用
の
確
保
と
労
働
条

件
の
維
持
向
上
」「
人
・
会
社
を
動
か
す
力（
組

織
力
）
を
高
め
る
活
動
」「
厳
し
い
業
績
の
中
で

意
識
と
行
動
の
改
革
に
よ
る
組
合
員
一
人
ひ
と

り
の
成
長
」
で
す
。
そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
も
活
動
の
原
点
で
あ
る
支
部
組
織
の
強
化

（
一
支
部
一
組
合
の
確
立
）、
事
前
労
使
協
議
制

の
確
立
を
目
指
し
、
職
場
環
境
の
改
善
や
生
産

性
の
向
上
に
向
け
て
、
社
会
環
境
を
正
し
く
捉

え
、
労
働
組
合
が
果
た
す
べ
き
役
割
・
機
能
を

再
認
識
し
、
持
続
的

な
組
織
力
を
誇
示
す

る
こ
と
を
ベ
ー
ス
に

し
て
2
0
1
9
年
度

も
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
に
向
け
て
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ス
ロ
ー
ガ
ン

「
挑
戦
と
行
動
、
進
め
よ
う
未
来
へ
！

～
組
合
員
全
員
で「
働
き
が
い
の

あ
る
会
社
」
の
実
現
～

組
合
結
成
10
周
年
を
迎
え
た
第
11
期

（
2
0
1
8
年
度
）
は
、「
挑
戦
と
行
動
、
進
め

よ
う
未
来
へ
！
～
組
合
員
全
員
で「
働
き
が
い

の
あ
る
会
社
」
の
実
現
～
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
」「
就

業
の
改
善
」「
労
働
条
件
の
維
持
向
上
」
の
3

つ
を
重
点
に
、
様
々
な
活
動
を
進
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

■
組
合
結
成
10
周
年
記
念
事
業

◆
結
成
10
周
年
記
念「
感
謝
の
集
い
」
の
開
催

●
2
0
1
8
年
10
月
13

日
、
第
10
回
定
期
中
央

大
会
終
了
後
に
、
結
成

10
周
年
を
記
念
し
た
式

典
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
結
成
10
周
年
記
念「
オ
リ
ジ
ナ
ルnan

aco  
カ
ー
ド
」
の
配
布

●
結
成
10
周
年
を
記
念

し
て
、
ま
た
組
合
活

動
へ
の
ご
協
力
に
対

す
る
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

nanaco

カ
ー
ド
を
製
作

し
、
組
合
員
全
員
へ
配

布
を
行
い
ま
し
た
。

■
労
使
で
の
取
り
組
み

◆
全
営
業
部
と
の「
労
使
懇
談
会
」
を
開
催

●「
安
全
・
安
心
」「
働
き

や
す
さ
」
を
テ
ー
マ

に
、全
営
業
部（
デ
ニ
ー

ズ
、
給
食
、
セ
ブ
ン—

イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
ー

ル
、
ポ
ッ
ポ
、
専
門
店
）

と
の
労
使
懇
談
会
を

開
催
。
現
場
で
の
実
態

や
課
題
、
組
合
員
の

悩
み
に
つ
い
て
意
見

交
換
を
行
い
ま
し
た
。

＜

主
に
行
っ
た
活
動＞

◆
年
2
回
5
日
以
上
連
続
休
暇
取
得
促
進

●
労
使
で
の
取
り
組
み
と
し
て
、
ナ
シ
ョ
ナ

ル
、
エ
リ
ア
、
契
約
社
員
の
年
2
回
5

日
以
上
連
続
休
暇
の
取
得
推
進
を
行
い
、

2
0
1
7
年
度
は
全
社
員
が
取
得
し
ま
し

た
。
2
0
1
8
年
度
は
7
日
以
上
連
続
休

暇
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

■
組
合
会
議

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
、
契
約
社
員
を
対
象
に
座

談
会
を
各
地
域
で
実
施

●
契
約
社
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
皆
さ
ん

か
ら
労
働
条
件
に
つ
い
て
意
見
、
要
望
を

聞
き
会
社
へ
伝
え
る
た
め
に
、
各
地
域（
東

京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
愛
知
、
大
阪
）
で

座
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

◆
地
域
別「
組
合
員
集
会
＆
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

＆
け
ん
玉
グ
ラ
ン
プ
リ
」
を
開
催

●
営
業
部
を
超
え
て
組
合

員
同
士
が
交
流
し
、
よ

り
多
く
の
組
合
員
の
声

を
集
め
る
た
め
に
、
支

部
毎
に
行
っ

て
い
た
組
合

員
集
会
を
全

国
15
ヶ
所
で

合
同
開
催
し
ま
し
た
。
合
わ

せ
て
、
ラ
ン
チ
ビ
ュ
ッ
フ
ェ

と
け
ん
玉
グ
ラ
ン
プ
リ
も
同

時
開
催
。

◆
他
労
組
と
の「
合
同
中
央
執
行
委
員
会
」
の
開
催

●
18
年
4
月
13
日
、
丸
亀

製
麺
な
ど
を
運
営
さ
れ

て
い
る
ト
リ
ド
ー
ル
労

働
組
合
様
と
合
同
で
中

央
執
行
委
員
会
を
実
施

し
、
同
じ
外
食
で
働
く

仲
間
同
士
で
活
発
な
意

見
交
換
を
行
い
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

■
共
育
、
セ
ミ
ナ
ー

◆「
海
外
外
食
視
察
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施

●
2
0
1
8
年

5
月
14
日
～
19

日
の
期
間
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国

（
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
、
ラ
ス
ベ
ガ

ス
）
に
て
海
外

外
食
視
察
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
。

現
地
外
食
企
業

の
事
業
戦
略
や

働
き
方
事
情
、

最
先
端
シ
ス
テ

ム
の
利
便
性
を

体
感
し
ま
し
た
。

◆
田
村
さ
ん
、
川
合
議
員
、
柳
澤
政
治
顧
問
を

お
招
き
し
て「
政
治
研
修
会
」
を
実
施

●
2
0
1
8
年
6
月
21
日
、
参
議
院
議
員
会

館
に
て
組
合
役
員
1
0
9
名
が
参
加
し
て

政
治
研
修
会
を
実
施
。
田
村
ま
み
さ
ん
、

川
合
孝
典
参
議
院
議
員
の
活
動
報
告
と
柳

澤
光
美
労
連
政
治
顧
問
の
ご
講
演
、
国
会

見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

第
11
期（
2
0
1
8
年
度
）

の
活
動
を
振
り
返
っ
て

セブン＆アイ・フード
システムズ労働組合
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「
年
間
活
動
報
告
」

《
働
き
方
改
革
の
推
進
》

⑴ 

辻
堂
大
平
台
モ
デ
ル
の
推
進

「
ム
リ
・
ム
ダ
を
洗
い
出
し
、
作
業
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
改
革
す
る
事
に
よ
っ
て
、

適
切
な
労
働
環
境
を
整
え
て
人
時
生
産
性

を
あ
げ
て
い
く
」

辻
堂
大
平
台
店
で
実
践
さ
れ
た
生
産
性
向

上
の
取
り
組
み
を
推
進

⑵ 

労
務
管
理
評
価
制
度
の
導
入
（
一
時
金
）

⑶ 

半
日
有
休
の
導
入
（
12
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
）

有
給
休
暇
を
取
得
し
や
す
く
し
取
得
率
を

あ
げ
る

⑷ 

本
部
社
員
の
時
間
管
理
ス
タ
ー
ト

（
3
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
）

長
時
間
労
働
の
是
正
、
会
議
体
・
業
務
の

見
直
し

⑸ 

未
消
化
休
日
の
精
算
ス
タ
ー
ト

年
間
休
日
1
0
0
％
取
得
を
め
ざ
す

⑹ 

嘱
託
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
待
遇
改
善

① 

曜
日
・
時
間
帯
加
給
の
支
給

② 

一
時
金
の
支
給

⑺ 

育
児
復
職
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

（
マ
マ
コ
ミ
）

2
月
、
８
月
労
使
共
催
で
実
施
。
多
様
な

人
材
が
活
躍
で
き
る
職
場
を
考
え
る
。　

結成支部
・小豆沢支部　3月
・所沢花園支部　5月

解散支部
・玉村支部　1月

辻堂モデル勉強会

春のバスハイク

ラフティング

地曳き網

《
教
育
活
動
》

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
修

（
支
部
役
員
・
新
入
組
合
員
）

《
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
》

秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク　

10
月
〜
11
月　

防
災
館
＆
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ツ
ア
ー　

2
月

大
相
撲
観
戦
ツ
ア
ー　

5
月
・
1
月

春
の
バ
ス
ハ
イ
ク　

6
月

デ
ィ
ズ
ニ
ー
パ
ー
ク
フ
ァ
ン
パ
ー
テ
ィ　

6
月

プ
ロ
野
球
観
戦　

7
月

地
曳
き
網　

8
月

ヨークマート
労働組合
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1
、
対
話
活
動

「
組
合
員
の

声
を
聴
き
、
働

き
や
す
い
労
働

環
境
の
実
現
！
」

に
向
け
、
各
支

部
で「
オ
フ
タ
イ

ム
交
流
会
」
を

開
催
し
て
き
ま

し
た
。
組
合
員
の
声
を
聴
き
、
組
合
員
が
抱
え
て

い
る「
労
働
環
境
や
売
場
の
課
題
」
を
抽
出
し
改

善
に
向
け
取
り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

２
、
就　
　

業

「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
推
進

し
就
業
改
善
を
実

現
！
」
を
目
指
し
、

就
業
実
態
か
ら
の

課
題
協
議
と
意
識

改
革
、
就
業
ル
ー

ル
の
遵
守
と
不
正

就
業
の
撲
滅
の
為
、

毎
月
開
催
の
安
全

衛
生
委
員
会
で
課

題
や
改
善
策
を
労
使
で
協
議
し
、
組
合
員
へ
情

報
共
有
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
の
年
次
有
給
休
暇
取
得
促
進
に
向
け
た
制

度
を
導
入
し
、
周
知
の
徹
底
と
取
得
に
対
し
て

の
部
門
格
差
の
是
正
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

2018年度単組活動の振り返り

2018年度は『ワークライフ
バランスの実現！』

「企業の成長、発展」と「個々の生きがいや働きがい」の実現を
目指す！をテーマに掲げ、組合活動に取り組んで来ました。

３
、
教　
　

育

「
教
育
活
動
の
活
性

化
を
図
り
、
組
織
強

化
と
個
々
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
！
」
を
実
現

す
る
た
め
、
上
部
団

体
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
し
た
り
、
今

年
度
は
単
組
独
自
で

セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
し

開
催
し
ま
し
た
。テ
ー

マ
は
接
客
や
従
業
員

同
士
の
挨
拶
に
役
立
つ
よ
う
に「
笑
顔
で
行
動

で
き
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
実
践
法
」
で
し
た
。
参
加

型
の
講
義
で
受
講
し
た
方
か
ら
は
と
て
も
良
い

評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
是
非
、
売
場
で
生
か
し

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

4
、
文
化
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動

6
月
に
バ
ス
ハ
イ
ク

を
開
催
し
ま
し
た
。
今

回
は
2
コ
ー
ス
設
定

（
県
内
コ
ー
ス
：
糸
魚

川
・
能
生
、
県
外
コ
ー

ス
：
長
野
）
で
計
画
し
、

約
1
0
0
名
の
参
加

を
頂
き
ま
し
た
。ま
た
、

労
連
単
組
の
ロ
フ
ト
労

働
組
合
様
か
ら
も
3
名

の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し

た
。ま

た
、
繁
忙
期
を
前
に
同
じ
店
で
働
く
組
合

員
が
心
を
一
つ
に
し
て
頑
張
ろ
う
と
い
う
意
味

合
い
の「
支
部
が
ん
ば
ろ
う
会
」
も
各
支
部
で
行

い
、
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

５
、
柏
崎
支
部
解
散
式

8
月
19
日
に
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー

丸
大
柏
崎
店
は
、

惜
し
ま
れ
つ
つ
37

年
間
の
営
業
に
幕

を
閉
じ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
業

務
や
組
合
活
動
に

感
謝
の
意
を
込
め

て
、
柏
崎
支
部
解

散
式
を
柏
崎
店
内

に
て
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
1
0
0
人
を
超
え
る
組
合
員
の
方
々

に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
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セブン&アイ労連定期大会

ハートフル

パンプキンフェスタ

メーデー

運動会

BBQ&ボーリング大会

セ
ブ
ン
＆
ア

イ
労
連
の
各
単

組
の
皆
さ
ま
、

日
々
の
労
働
組

合
の
諸
活
動
、

大
変
、
お
疲
れ

様
で
ご
ざ
い
ま

す
。
早
い
も
の

で
今
期
の
労
働

組
合
の
活
動
も

1
年
が
経
過
し

よ
う
と
し
て
お

り
ま
す
。
相
変

わ
ら
ず
我
「々
サ

ン
エ
ー
労
働
組
合
」
の
面
々
は
小
さ
い
組
織
な

が
ら
も
地
域
の
お
客
様
を
大
事
に
し
な
が
ら
、

地
域
密
着
、
地
場
仕
入
れ
で
の
地
域
商
品
の
品

揃
え
導
入
、
地
元
の
文
化
地
元
の
食
べ
方
を
提

案
し
サ
ン
エ
ー
ら
し
さ
を
出
し
な
が
ら
、
地
元

で
近
隣
に
多
数
あ
る
競
合
店
の
中
か
ら
、
サ
ン

エ
ー
を
選
び
、
安
心
し
て
お
買
い
物
に
来
て
い

た
だ
け
る
お
店
作
り
を
目
指
し
て
営
業
し
て
お

り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
今
期
の
サ
ン
エ
ー
労
働

組
合
の
諸
活
動
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

9
月
に
は「
第
39
回
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連
定

期
大
会
」
に
3
役
が
出
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
10
月
に
は「
第
6
回
U
A
ゼ
ン
セ
ン
宮

城
県
支
部
定
期
総
会
」
そ
こ
で
は
来
年
の
参
議

院
議
員
選
挙
に
我
々
、
流
通
の
代
表
と
し
て
立

候
補
す
る
、
田
村
ま
み
さ
ん
と
お
会
い
す
る
事

が
で
き
て
握
手
を
交
わ
し
、
激
励
の
言
葉
を
掛

け
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
と
10
月
は

ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
さ
ん
の
主
催
す
る「
第
50
回

ハ
ー
ト
フ
ル
」
の
献
血
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
50

回
を
迎
え
る
歴
史

あ
る
献
血
イ
ベ
ン

ト
な
の
で
自
単
組

か
ら
も
参
加
人
数

を
増
や
し
、
献
血

に
協
力
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
そ
し

て「
第
32
回
サ
ン

エ
ー
労
働
組
合
定

期
大
会
」
を
石
巻

労
働
会
館
に
て
開

催
。
夜
間
開
催
な
が
ら
も
30
名
の
組
合
員
の
皆

さ
ま
に
出
席
し
て
頂

き
ま
し
た
。

5
月
、
石
巻
総
合

体
育
館
に
て「
第
89
回

メ
ー
デ
ー
」
開
催
。

サ
ン
エ
ー
労
働
組
合

か
ら
は
６
名
が
参
加
。

石
巻
の
各
企
業
の
労

働
組
合
の
方
た
ち
と

想
い
を
ひ
と
つ
に
団

結
を
固
め
ま
し
た
。

5
月
下
旬
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
の
運
動
会

に
参
加
。
東
北
の
各
支
部
の
方
た
ち
と
交
流
し

運
動
会
競
技
で
楽
し
く
、
汗
を
か
き
ま
し
た
。

7
月
に
は
支
部
イ
ベ
ン
ト
で「
B
B
Q
＆
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
」
開
催
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し

て
い
た
だ
き
、
日
頃
の
営
業
、
業
務
の
疲
れ
を

癒
し
、
明
日
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
！
と
い
う
気

持
ち
で
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
そ
し
て

8
月
の
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

「
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ

ス
タ
」
に
参
加
。

サ
ン
エ
ー
労
働
組

合
と
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
ド
ー
石
巻
あ
け

ぼ
の
支
部
の
代
表

を
選
抜
し
、
9
名

が「
後
楽
園
ホ
ー

ル
」
に
集
結
し
、

け
ん
玉
選
手
全
員

が
全
力
で
競
技
に

サ ン エ ー
労 働 組 合

臨
み
ま
し
た
。
今
回
、「
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
タ
」

に
参
加
し
た
全
員
が
こ
の
フ
ェ
ス
タ
を
目
の
当

た
り
に
し
て「
セ
ブ
ン
＆
ア
イ
労
連
」
の
団
結
力

と
組
織
の
強
さ
を
再
認
識
。「
楽
し
か
っ
た
」「
ま

た
来
年
も
行
き
た
い
」
と
い
う
声
も
頂
き
、も
っ

と
自
単
組
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
に
こ
う
い
っ
た

労
働
組
合
の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
頂

き
た
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

今
期
を
振
り
返
り
、
少
数
で
小
さ
な
組
織
で

す
が
、
小
さ
い
組
織
だ
か
ら
こ
そ
働
い
て
い
る

組
合
員
の
声
を
聞
き
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
組
合
員
全
員
が
気
持
ち
を
ひ
と
つ

に
一
丸
と
な
り
も
っ
と
も
っ
と
強
い
組
織
、
強

い
サ
ン
エ
ー
労
働
組
合
に
成
長
し
て
い
け
た
ら

と
願
い
ま
す
。
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今
期
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

き
ず
く
活
動

み
の
る
活
動

つ
な
ぐ
活
動

自ら考え、行動を起こし、
みんなで知恵を出し合い
新たな働き方へ！！

支部長会議にて、各ブロックごとに分科会の実施。
私たちの働き方について、真剣に議論。

今年も大盛況!!全ゾーンで大運動会の実施!!

地域とつながる活動!!ボランティアやお祭り参加

笑顔の大切さを学び、毎日の仕事も生活もイキイキと!!	

仕事はイキイキと、生活もキラキラと輝くために!!
セミナーや座談会の開催!!	 	

今
年
度
も
働
き
方
は
今
期
の
最
大
の
テ
ー

マ
に
な
り
ま
し
た
。

様
々
な
与
件
や
環
境
の
変
化
か
ら
、
働
き
方

を
変
え
る
こ
と
の
難
し
さ
に
が
あ
り
、
な
か

な
か
実
感
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
何
も
行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
何
も

解
決
し
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
一
歩
踏
み
出

す
勇
気
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
充
実
し
た
生
活
に
つ
な
が
る
よ

う
、
来
期
も
が
ん
ば
る
ぞ
ー

ワークライフバランス実現キャンペーン♪♪
ヨークベニマル労働組合

山形下条町支部 鮮魚部門 氏名　庄司 夏海

～仕事と生活の充実～＜残業削減コース＞＜５連休・有給休暇取得コース＞

1 ： 部門の問題点（写真・文章）

3 ： 結果

2 ： 問題に対する対応策（ポイント）

4 ： 検証、今後へ向けて

オープン前に目標としていたN・A・E社員の5連

休取得・ストア社員の有給取得を実現！ 5連休

取得・有給取得する為に、なにが必要かどうす

れば少人数でオペレーション出来るかを部門

全員で話し合い、課題を見つけ・改善していく

話し合いをする中で、1人1人の多能化、E社員

のマネージメントの教育が必要との声

目標設定カルテから苦手な部分を育成計画・作

業管理板連動で教育実施MGRだけでなく、自

分が担当しているDPTをメンバーさん同士教

え合うことでお互いの力になり、1人2役～3役

が可能に！！

オープンから一年になる前にN・A・E社員MGR

も含め全員が5連休取得することが出来た

また、ストア社員の有給取得も出来、5連休・

有給を使い、旅行や観光にも行けた！！リフ

レッシュすることにより、仕事も効率も上が

り、労働時数削減・生産性Upに繋がった

次年度はN・A・E社員の5連休を年1回→2回取得

に向け取り組む。また、ストア社員の有給の

回数を増やすために教育と通し、さらなる多

能化の実現をするために、部門一丸となり目

標達成の為に取り組んでいきます！！！

仕事はイキイキと!!

生活はキラキラと!!

重 太 みゆき  氏セミナー

2
0
1
8
年
度
、
ヨ
ー
ク
ベ
ニ
マ
ル
労
働
組

合
は「
な
か
ま
と
歩
む
、
き
ず
く
未
来（
あ
す
）

へ
～
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
生
き
が
い
の
実
現
～
」

の
方
針
を
掲
げ
、
様
々
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
今
期
も
組
合
結
成
40
周
年
に
策
定

し
た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
2
0「
毎
日
が
楽
し

い
！
笑
顔
と
感
謝
の
気
持
ち
に
あ
ふ
れ
、
仲
間

と
一
緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
」
と
い
う
あ

り
た
い
姿
へ
近
づ
く
た
め
に
、
3
つ
の
活
動
を

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

ま
ず
一
つ
目
は「
き
ず
く
活
動
」
で
あ
り
ま

す
。
一
人
ひ
と
り
が
働
き
や
す
い
環
境
作
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
昨
年
に
引
き
続
き「
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
、
私
た
ち
の
働
き
方
を
変
え
る
き
っ
か
け

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
支
部
長
会
議
に

お
い
て
私
た
ち
の
働
く
環
境
を
変
え
る
た
め
に

『
何
が
必
要
か
、
何
を
変
え
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
の
か
』
を
テ
ー
マ
に
議
論
を
重
ね
、
私

た
ち
が
や
る
べ
き
こ
と
を
共
有
し
ま
し
た
。
次

に「
つ
な
ぐ
活
動
」
に
お
い
て
は
、
な
か
ま
同

士
の
絆
や
つ
な
が
り
を
深
め
る
全
ゾ
ー
ン
で
運

動
会
の
開
催
、
そ
し
て
社
会
と
つ
な
が
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
ま
た
政
治
を
身
近
に
感
じ
る

た
め
に
国
会
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
三
つ
目

は「
み
の
る
活
動
」
で
あ
り
ま
す
。
育
児
、介
護
、

健
康
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
や

組
織
強
化
と
し
て
ユ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
な
ど
、
自
己
実
現
と
組
織
強
化
を

目
指
し
た
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

社
会
環
境
は
日
々
変
化
し
な
が
ら
、
慢
性
的

な
人
員
不
足
に
よ
る
私
た
ち
の
働
く
環
境
は
依

然
と
し
て
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
私
た
ち
の
綱

領
に
あ
る「
ゆ
と
り
・
豊
か
さ
・
生
き
が
い
の

実
現
」
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
前
向
き
な
気
持

ち
を
持
ち
、
一
歩
踏
み
出
す
勇
気
と
チ
ャ
レ
ン

ジ
が
大
事
で
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
会
社
で
働
い
て
良
か
っ
た
」「
こ
の
会

社
で
働
い
て
み
た
い
、
働
き
つ
づ
け
た
い
」
と

思
え
る
よ
う
、
第
44
期
は
な
か
ま
の
想
い（
声
）

を
聴
く
世
話
役
対
話
活
動
を
軸
に
、
一
人
ひ
と

り
が
参
画
す
る
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

次
年
度
も
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
活
動
と
労
連
の

活
動
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
！！

ヨークベニマル
労働組合
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「
2
0
1
8
年
度
単
組
活
動
の

振
り
返
り
お
よ
び
2
0
1
9
年

度
活
動
に
向
け
て
」	

全
員
参
加
〜
新
た
な
る
第
一
歩
へ
〜

赤
ち
ゃ
ん
本
舗
労
働
組
合
で
は
、
今
期『
全

員
参
加　

～
新
た
な
る
第
一
歩
へ
～
』
様
々
な

取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し
た
。
特

に
今
年
度
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
代
表
的
な
1
つ
が
、

『
支
部
執
行
委
員
会
』
で
す
。
今
年
度
の
支
部
執

行
委
員
会
は
、
立
ち
上
げ
た
ば
か
り
で
し
た
が

3
か
月
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
計
3
回
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

立
ち
上
げ
た
目
的
と
し
て
、
今
ま
で
は
中
央

執
行
委
員
会
か
ら
の
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
課
題
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
か
ら
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
組
織
体
へ
の

変
更
す
る
こ
と
に
よ
り
ダ
イ
レ
ク
ト
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
り
自
単
組
の
組
織
強
化
と

活
発
化
に
な
る
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

ま
た
、
長
期
的
な
視
点
で
よ
り
良
い
労
働
組

合
を
目
指
す
た
め
、
次
世
代
の
中
央
執
行
委
員

へ
と
つ
な
げ
る
た
め
、
支
部
長
を
中
心
と
し
た

賃
金
や
会
社
制
度
の
勉
強
会
と
い
っ
た
教
育
的

要
素
を
加
え
な
が
ら
、
課
題
の
共
有
や
田
村
ま

み
の
入
会
活
動
に
邁
進
し
ま
し
た
。

ま
た
、
労
連
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、

2
0
1
8
年
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
タ
で
は
2
組

の
け
ん
玉
チ
ー
ム
が
参
加
を
し
ま
し
た
。
単
組

活
動
で
は
体
感
で
き
な
い
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
な
か
な
か

他
の
組
織
と
交
流
す
る
機
会
が
で
き
な
い
と
こ

ろ
、
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
た
く
さ

ん
の
方
に
お
話
し
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

来
期
の
活
動
と
し
て
は
、
引
き
続
き
、
支
部

執
行
委
員
会
を
通
じ
た
自
単
組
の
強
化
と
長
期

的
な
観
点
に
た
っ
た
組
合
員
の
育
成
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
組
合
員
の
声
の
集
約
を
行
な
い
、

店
舗
の
課
題
や
問
題
に
対
し
て
組
合
員
全
体
で

解
決
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
労

連
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
を
行
い
、
自
単
組

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

赤ちゃん本舗
労働組合



15

そごう・西武
労働組合

第
14
期
ス
ロ
ー
ガ
ン

み
ん
な
で
話
そ
う　

行
動
し
よ
う

一
人
ひ
と
り
が　

仲
間
の
た
め
に

そ
ご
う
・
西
武
労
働
組
合
の
第
14
期
は
、「
一

人
ひ
と
り
が
能
力
を
最
大
限
発
揮
し
、
前
向
き

に
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
」
を

重
点
に
活
動
を
進
め
ま
し
た
。

今
期
の
活
動
を
振
り
返
っ
て

春
の
労
働
条
件
改
定
に
お
い
て
は
、「
社
員

が
や
め
ず
に
働
き
続
け
ら
れ
る
」「
生
活
や
将

来
に
希
望
が
見
え
る
」
と
い
っ
た
社
員
が
イ
キ

イ
キ
と
働
け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
契
約

社
員（
社
員
Ⅱ
）
に
対
し
て
の
確
定
拠
出
年
金

導
入
や
、
有
給
取
得
拡
大
、
ス
ト
ッ
ク
有
給
休

暇
制
度
の
使
用
事
由
拡
大
な
ど
を
実
現
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
労
働
組
合
の
活
動
に
対
す
る
理
解
・
促

進
を
目
的
に
、
入
社
５
年
目
研
修
や
新
入
社
員

研
修
、
若
手
社
員
に
よ
る
中
期
政
策
を
考
え
る

会
な
ど
を
開
催
し
、
今
後
の
組
合
活
動
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

各
支
部
で
は
、
ま
ず
現
場
の
声
を
聞
き
、
聞

い
た
声
を
事
業
所
の
幹
部
や
経
営
層
に
伝
え
る

こ
と
を
重
点
活
動
に
据
え
、
職
場
の
意
見
を
組

合
役
員
が
直
接
聞
く「
1
人
が
10
人
の
声
を
聞

く
活
動
」
や
組
合
員
全
員
と
接
点
を
持
つ
こ
と

を
目
的
と
し
た
ラ
ン
チ
を
提
供
し
て
の「
全
員

懇
談
会
」
を
開
催
し
今
ま
で
に
は
な
い
多
く
の

組
合
員
の
方
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

他
に
も
同
じ
境
遇
に
い
る
仲
間
を
集
め
て
の
意

見
交
換
の
場（
育
児
休
職
者
・
出
向
者
懇
親
会
）

を
頻
繁
に
設
け
る
な
ど
、
よ
り
職
場
と
の
一
体

感
醸
成
を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
海
外
流
通
視
察

セ
ミ
ナ
ー
、
八
ヶ
岳
高
原
ロ
ッ
ジ
清
掃
な
ど
の

取
り
組
み
を
通
じ
、
支
部
を
超
え
た
組
合
員
同

士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

流
通
産
業
政
策
実
現
へ
の
取
り
組
み

今
期
は
、
支
部
役
員
も
労
連
主
催
の
職
場

リ
ー
ダ
ー
研
修
へ
参
加
す
る
な
ど
、
U
A
ゼ
ン

セ
ン
が
進
め
る
流
通
産
業
政
策
を
理
解
す
る
場

面
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
ま
た
、
組
合

員
と
も
流
通
小
売
業
の
魅
力
向
上
に
向
け
た
理

解
促
進
を
継
続
し
て
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

第
15
期
へ
向
け
て

夢
の
あ
る
将
来
を

描
く
た
め
に
行
動
し
よ
う

来
る
第
15
期
は
、
労
働
組
合
と
し
て
や
り
が

い
・
働
き
甲
斐
を
高
め
な
が
ら
個
人
が
最
大
限

の
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
作
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
当
社
の
利
益
創
出

を
意
識
し
た
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
と

り
わ
け
売
場
や
各
事
業
所
で
起
き
て
い
る
事
実

を
話
し
合
い
、
話
し
た
内
容
や
意
見
を
経
営
幹

部
に
伝
え
一
つ
ひ
と
つ
課
題
を
解
決
し
て
い
く

た
め
の
労
使
協
議
を
行
う
こ
と
で
働
く
仲
間
の

や
り
が
い
・
働
き
甲
斐
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

3月15日（木）開催
「出産・育児休職者座談会」【関東エリア】

5月15日（火）～21日（月）開催
ニューヨーク海外流通視察セミナー

6月18日（月）・19日（火）開催
八ヶ岳高原ロッジ海の口自然郷散策路整備ボランティア
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ライフフーズ
労働組合

今
年
度
単
組
活
動
の
振
り
返
り

来
期
19
年
度
へ
向
け
て

今
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン「
志
を
ひ
と
つ
に
未
来

を
築
こ
う
」
を
も
と
に
、
ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
労
働

組
合
は
1
年
間
組
合
員
さ
ん
と
と
も
に
活
動
し

て
参
り
ま
し
た
。

～
各
専
門
委
員
会
～

◆
労
働
条
件
検
討
委
員
会

・ 

賃
金
、
労
働
条
件
に
お
い
て
昨
年
の
状
況

の
把
握
と
各
グ
ル
ー
プ
の
情
報
共
有
し
な

が
ら
、
特
に
今
年
は
グ
ル
ー
プ
統
一
で
イ

ン
タ
ー
バ
ル
規
制

の
導
入
の
要
求
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
に

と
っ
て
、
お
客
様

に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
売
り
場
つ
く

り
の
た
め
、
繁
忙

期
の
イ
ン
タ
ー
バ

ル
規
制
導
入
は
と
て
も
厳
し
い
要
求
と
な

り
ま
し
た
が
、
労
連
か
ら
の
助
言
や
賃

金
合
宿
で
の
中
執
の
意
見
な
ど
を
踏
ま

え
、
こ
れ
か
ら
の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

上
で
重
要
事
項
と
し
要
求
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
が
、
今
回
は
来
期
ス
タ
ー
ト
を
目
標

に
と
妥
結
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
会
社
側
も
イ
ン
タ
ー
バ
ル
規
制
導
入

は
前
向
き
に
と
ら
え
、
来
期
実
現
を
目
指

し
労
使
で
協
議
と
い
う
形
で
現
在
進
行
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、今
後
も
組
合
員
さ
ん
が
働
き
や
す
い
、

ず
っ
と
働
き
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

会
社
と
な
れ
る
よ
う
、
労
使
で
協
議
し
、

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
教
養
向
上
委
員
会

・
教
育
・
教
養
の
向

上
そ
し
て
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

（
仕
事
と
私
生
活
の

両
立
）
で
時
間
の

有
効
活
用
の
推
進

の
た
め
世
代
別
・

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ

ミ
ナ
ー
を
委
員
会

で
吟
味
し
各
大
会
、
支
部
長
会
議
等
で

開
催
、
パ
ン
プ
キ
ン
ク
ラ
ブ
の
サ
ー
ビ

ス
提
案
・
情
報
宣
伝
な
ど
組
合
員
だ
か

ら
受
け
ら
れ
る
・
役
に
立
つ
、
そ
し
て

今
後
自
身
に
活
か
し
て
い
た
だ
け
る
活

動
を
し
て
き
ま
し
た
。
毎
回
終
了
後
に

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
、
要
望
に
も
で
き

る
限
り
お
答
え
し
次
回
の
開
催
に
活
か

せ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
来
期
も
今

期
以
上
の
活
動
が
出
来
る
環
境
作
り
を

し
て
い
き
ま
す
。

◆
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
委
員
会（
女
性
活
躍
推
進
）

・
次
世
代
労
働
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
発
掘
と
育

成
を
目
的
と
し
、
組
合
に
も
っ
と
興
味
を

持
っ
て
も
ら
い
た
い
思
い
で
、今
年
は
デ
ィ

ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
1
泊
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を

開
催（
2
日
目
は
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
の
見

学
兼
お
買
い
も
の

等
）。
参
加
さ
れ

た
組
合
員
さ
ん
に

は
、
他
店
の
方
々

と
の
交
流
と
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て

い
た
だ
き
ま
し

た
。
予
算
が
組
め

れ
ば
毎
年
の
開
催

も
検
討
し
て
い
ま

す
。
こ
こ
で
の
声

の
吸
い
上
げ
も
中
央
で
行
い
、
来
期
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
委
員
会

・
地
域
で
の
社
会

参
加
、
上
部
団

体
を
通
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
目
的

と
し
て
活
動
し

て
参
り
ま
し

た
。
毎
年
恒
例

の
秋
の
ハ
ー
ト

フ
ル
サ
タ
デ
ー

へ
の
参
加
、
そ

し
て
今
年
は
単
組
で
動
け
る
ボ
ラ
ン
テ
イ

ア
活
動
も
実
現
し
、
こ
れ
を
5
年
、
10
年

と
継
続
で
き
る
体
制
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
他
労
組
開
催
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
で
き
る
限
り
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
ま
す
。

◆
ス
ピ
ナ
シ
ア
委
員
会

・
専
門
委
員
会
の
活
動
の
見
え
る
化
を
毎
月

1
回
組
合
員
さ
ん
へ
届
け
て
い
る
の
が
、

機
関
誌
ス
ピ
ナ
シ
ア
。
随
時
各
専
門
委

員
会
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
を
実
施
し
掲
載

内
容
の
吟
味
、
組
合
活
動
が
い
か
に
読

み
や
す
く
、
分
か
り
や
す
く
、
伝
わ
り

や
す
く
の
お
も
い
で
発
行
し
て
い
ま
す
。

来
期
も
今
期
以
上
の
内
容
の
濃
い
掲
載

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

◆
政
治
活
動

・
こ
の
1
年
ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
労
働
組
合
で
は
、

こ
の
活
動
で
始
ま
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
田
村
ま
み
さ
ん
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
研
修
会
、
各
セ
ミ

ナ
ー
、
大
会
な
ど
で
欠
か
さ
ず
D
V
D
や

冊
子
な
ど
で
案
内
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

入
会
活
動
・
署
名
活
動
は
組
合
員
さ
ん
の

理
解
・
協
力
の
も
と
進
行
中
で
す
。
こ
の

活
動
で
一
層
の
組
織
力
が
強
ま
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
組
織
力
を

継
続
し
来
年
の
夏
に
い
い
結
果
を
残
せ
る

よ
う
悔
い
の
な
い
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

来
期
は
、
な
に
を
お
い
て
も
政
治
活
動
が
大

前
提
と
な
り
ま
す
。
労
使
で
解
決
で
き
な
い
問

題
を
国
政
へ
託
す
た
め
に
組
織
内
の
代
表「
田

村
ま
み
」
を
国
政
へ
送
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
中

央
執
行
委
員
・
特
別
中
央
執
行
委
員
・
ゾ
ー
ン

議
長
・
支
部
長
の
協
力
を
得
な
が
ら
組
合
員
さ

ん
に
理
解
納
得
し
て
い
た
だ
き
気
持
ち
を
ひ
と

つ
に
し
て
臨
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ラ
イ
フ
フ
ー
ズ
は
昨
年
組
合
結
成
30
周
年
、

今
期
記
念
式
典
を
終
え
40
周
年
に
向
か
っ
て
歩

き
出
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
組
織
強
化
の
た
め
に
若
手
の
育
成
そ

し
て
高
い
信
頼
関
係
を
目
指
し
、
労
働
組
合
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

よ
う
、
日
々
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ロ フ ト
労 働 組 合

2
0
1
8
年
度
、
ロ
フ
ト
労
働
組
合
の
第
15

期
は「
未
来
作
り
に
火
を
灯
す
」
を
テ
ー
マ
に

4
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
実
践
を
目
指
し
て

活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

は「
夢
の
実
現
」、「
自
己
成
長
」、「
和
を
広
げ

る
」、「
絆
を
深
め
る
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
新

人
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
、
幅
広
い
多
く
の
組
合

員
に
参
加
・
参
画
感
を
も
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

納
得
し
て
も
ら
え
る
よ
う
取
り
組
み
ま
し
た
。

1  

ブ
ロ
ッ
ク
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
年
間
3
回
の

開
催
を
4
回
に
増
や
し
、
今
ま
で
以
上
に

組
合
員
の
声
を
聴
け
る
機
会
を
設
け
た
こ

と
で
、
春
季
労
働
条
件
改
訂
交
渉
に
て「
バ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
手
当
の
新
設
」
や

「
ひ
と
り
親
支
援
」
等
、
安
心
し
て
長
く

働
く
こ
と
を
支
援
す
る
制
度
の
拡
充
に
繋

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2  

前
期
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た「
ロ
フ
ト
カ
ル

チ
ャ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
は
会
社
の
取
締
役
か
ら

の
講
演
や
、組
合
役
員
自
身
の
講
演
等
、様
々

な
視
点
で
成
長
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

3  

よ
り
分
か
り
易
く
組
合
活
動
伝
え
る
為

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
着
手

2
0
1
8
年
度
の

活
動
を
振
り
返
っ
て

し「
コ
ト
」
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
新
た
に
座
談
会

と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
融
合
し
た「
ロ
フ

ト
ー
ク
」
や
、
15
周
年
記
念
誌「
ろ
ふ
ぼ

ん
」
の
発
行
等
、
組
合
員
が
繋
が
る
機
会

を
増
や
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
国
に
広
が

る
店
舗
の
組
合
員
に
行
き
届
い
た
も
の
に

は
な
っ
て
い
な
い
と
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

労
働
組
合
の
活
動
に
正
し
い
答
え
は
な
い
と

思
い
な
が
ら
、そ
れ
で
も
、ロ
フ
ト
の
形
に
合
っ

た
も
の
を
模
索
し
て
挑
戦
し
て
い
き
ま
し
た
。

結
果
と
し
て
今
の
ロ
フ
ト
労
働
組
合
は
以
前
よ

り
も
期
待
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
実
感
し
て

い
ま
す
。

次
年
度
は
、
組
合
員
、
会
社
の
双
方
か
ら
期

待
さ
れ
、そ
れ
が
、信
頼
に
変
わ
る
よ
う
に
、「
出

来
て
い
な
い
」、「
足
り
て
い
な
い
」
こ
と
を
修

正
、
改
善
し
な
が
ら
、
期
待
さ
れ
る「
新
し
い
こ

と
」
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま

す
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
組
合
員
が
参
加
し
た

い
組
織
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

例年大好評！！ JAL工場見学 レクと座談会の融合「ロフトーク」＆「劇団四季鑑賞」

第2回臨時大会にて　
田村  まみさんと共に

15周年記念誌「ろふぼん」

石合会長、安藤社長をお招きした
第15期定期大会



シェルガーデン
労働組合
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シ
ェ
ル
ガ
ー
デ
ン
労
働
組
合
で
は
第
15
期
の

活
動
テ
ー
マ
を『
強
固
な
組
織
力
で
組
合
活
動

を
盛
り
上
げ
よ
う
！！
』
と
定
め
、
労
連
方
針
を

基
軸
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
会
社
と
の

協
議
の
強
化
、
組
織
力
強
化
に
向
け
た
能
力
開

発
活
動
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
遂
行

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

■
労
使
で
の
取
り
組
み

①
経
営
協
議
会
を
17
年
11
月
、
18
年
3
月
、

6
月
の
3
回
開
催
し
ま
し
た
。
18
年
度
労
働

条
件
交
渉
で
は
、
若
年
層
の
雇
用
の
強
化

を
見
据
え
、
高
卒
相
当
初
任
給
、
短
大
卒

相
当
初
任
給
を
1
0
、
0
0
0
円
引
き
上

げ
、
ま
た
大
卒
相
当
初
任
給
の
1
、
0
0
0

円
引
き
上
げ
を
要
求
し
、
満
額
で
の
回
答

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
働
き
方
の
多
様

化
を
受
け
て
、
本
社
員
、
パ
ー
ト
ナ
ー
の

定
年
延
長
を
要
求
し
ま
し
た
。
多
項
目
の

議
論
が
必
要
な
こ
と
か
ら
継
続
協
議
と
な

り
ま
し
た
が
、
60
歳
以
上
の
契
約
パ
ー
ト

ナ
ー
社
員
の
給
与
体
系
の
見
直
し
に
よ
り
、

従
来
の
59
歳
時
か
ら
の
減
額
は
な
く
な
り
、

賃
金
改
善
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

②
人
事
制
度
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
組
合

か
ら
は
勝
木
委
員
長
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
定
年
制
度
の
改
訂
、
役

職
に
お
け
る
資
格
ラ
ン
ク
の
明
確
化
な
ど

を
協
議
し
て
い
ま
す
。
今
期
は
基
幹
店
店

長
の
資
格
ラ
ン
ク
の
位
置
づ
け
の
制
定
、

シ
ョ
ッ
プ
マ
ス
タ
ー
の
廃
止（
店
長
へ
の

昇
格
）
な
ど
の
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。

③
時
間
管
理
委
員
会
で
は
、
組
合
か
ら
は
勝

木
委
員
長
、
鳥
羽
田
書
記
長
、
佐
藤
隆
馬

執
行
委
員
の
3
名
が
委
員
と
な
り
、
協
議

し
て
き
ま
し
た
。
三
六
協
定
の
遵
守
確
認
、

年
次
有
給
休
暇
取
得
義
務
化
の
法
整
備
に

伴
う
過
年
度
分
の
未
消
化
休
日
の
消
化
促

進
な
ど
、
会
社
と
協
働
し
改
善
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場
環
境

改
善
に
向
け
た
調
査
を
全
社
員
を
対
象
に

実
施
し
ま
し
た
。
全
社
と
し
て
取
り
組
む

課
題
、
個
店
課
題
を
明
確
に
し
て
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
定
例

で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
労
連
活
動
へ
の
参
画

勝
木
委
員
長
が
労
連
副
会
長
、
鳥
羽
田
書
記

長
が
中
央
執
行
委
員
と
し
て
労
連
活
動
を
主
体

的
に
運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
労
組
執

行
部
も
柳
沢
政
治
顧
問
に
よ
る
勉
強
会
・
浪
漫

塾
に
佐
藤
副
委
員
長
を
派
遣
、
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
花
﨑
執
行
委
員
、
役
員

リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ー
ル
に
田
島
執
行
委
員
、
齋
執

行
委
員
を
派
遣
し
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
プ
キ

ン
フ
ェ
ス
タ
に
は
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
職
場
委
員

を
含
む
8
名
を
派
遣
し
ま
し
た
。

■
社
会
貢
献
活
動

福
島
・
郡
山
で
の
献
血
活
動
・
ハ
ー
ト
フ
ル

に
2
名
を
派
遣
し
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ン
プ
キ
ン
フ
ェ

ス
タ
で
の
古
本
回
収
活
動
で
は
全
店
で
2
5
0

冊
を
超
え
る
回
収
実
績
が
あ
り
ま
し
た
。

■
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動

6
月
に
ロ
フ
ト
労
組
主
催
の
デ
ィ
ズ
ニ
ー
・

フ
ァ
ン
・
パ
ー
ク
・
パ
ー
テ
ィ
に
30
名
が
参
加

し
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
ま
た
、
7
月
の
バ

ス
ハ
イ
ク
で
は
36
名
が
参
加
し
、
栃
木
・
足
利

の
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
中
心
に
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

直
近
の
労
使
協
議（
経
営
協
議
会
、
時
間
管

理
委
員
会
）
の
報
告
、
6
月
実
施
の
国
会
見
学

会
を
踏
ま
え
た
政
治
関
連
の
取
り
組
み
の
確
認

を
行
い
ま
し
た
。ま
た
花
﨑
執
行
委
員
か
ら
は
、

グ
ル
ー
プ
企
業
の
テ
ル
ベ（
北
海
道
北
見
市
）

の
事
業
を
視
察
し
て
、
障
が
い
者
を
雇
用
す
る

う
え
で
の
好
事
例
報
告
、
ま
た
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
今
後

労
組
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
な
ど
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
役
員
会
の
後
半
で
は
総
務
部

人
事
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
講
師
に
、
労
務
管
理
の
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。
有
給
休
暇
取
得
義
務
化

な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
を
受
け
た
会
社
対
応
、

健
全
な
職
場
環
境
づ
く
り
と
し
て
、
パ
ワ
ハ
ラ

防
止
に
向
け
た
会
社
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説

明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

恒
例
の
バ
ス
ハ
イ
ク
を
実
施
し
、
36
名
の
方

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、

千
葉
の
各
都
県
の
各
店
舗
か
ら
組
合
員
が
集
い

ま
し
た
。
お
取
引
先
様
の
コ
コ
・
フ
ァ
ー
ム
ワ

イ
ナ
リ
ー
の
見
学
な
ど
参
加
者
の
興
味
を
引
く

視
察
を
中
心
に
実
施
し
ま
し
た
。
移
動
中
に
は

『
ガ
ー
デ
ン
あ
る
あ
る
ク
イ
ズ
』
で
勝
ち
抜
き
選

を
行
い
、
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
気
温
40
度
に

至
る
猛
烈
な
暑
さ
の
中
で
し
た
が
、
楽
し
い
思

い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

【
8
月
組
合
役
員
会
開
催
報
告
】

【
第
15
期
活
動
報
告
】

と　き ：2018年8月2日（木）
13：30～17：00

と こ ろ： エデュカス東京 5階会議室

と　き  ：2018年7月17日（火）
視 察 地： 武州中島紺屋（埼玉・羽生市）

ココ・ファームワイナリー（栃木・足利市）
ガトーフェスタハラダ（群馬・高崎市）

【
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

活
動
報
告
】
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2019年度の活動に向けて

40年目の節目を迎えるにあたって
生産性人口・働き手が減少する中、テクノロジーは飛躍的に進化し、
グローバル化の進展による激しいコスト削減、低価格競争や規制緩
和、大量生産・大量消費から、質的に発展する経済・社会への転換に
より、業界再編（企業の統合・提携）が加速的に進み、生き残りをかけ
た競争が一層激しくなっています。私たち労働組合はそういった変
化に備え、常に新しく、そして正しい認識をもって適応し、近い未
来を見据えた活動に取り組んでいかなければなりません。これから
訪れる近未来は私たち自身の経験と知恵で自ら創造していくもので
す。
これら直面する課題、中長期的な問題に対峙していくためには、企
業労使、その枠組みを超えた『グループ労使による対話』が何より重
要となってきます。そしてどれだけ時代が移り変わっても決して変
わらないことは、常に現場と向き合い、発想し、提案し、実践して
いくことです。私たちセブン&アイグループ労連のスケールメリット
（60,000名を超える組合員規模）を活かした活動を推し進め、本来的
な企業別労働組合としての役割と責任を果たしながら、守るべきも
のを守り、従前からの考え方を継承しつつ、内向きになりすぎない
幅広い視点をもって、これから起こり得る環境変化に柔軟に対応し
ていきたいと思います。
40年目を迎える2019年度は、今日までの取り組みを踏まえ、また
今後想定される環境変化に対応する活動を計画・推進し、今までもこ
れからも労連に集う組織、組合員と共に歩みを進めていきます。
みなさんの引き続きのご理解とご協力、積極的な活動の推進をよろ
しくお願いいたします。

セブン&アイグループ労働組合連合会第40回定期大会　開催
と　き ：2018年9月27日（木）　　と こ ろ： 東天紅　上野店
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